
申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
市
で
は
、
看
護
師
修
学
資
金
の

貸
与
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
方
。
❶
看
護
大
学
や
看
護
短
期

大
学
、
看
護
師
養
成
施
設
に
在
学

中
か
入
学
予
定
の
方
❷
申
請
時
の

年
齢
が
満
３７
歳
以
下
の
方
❸
免
許

取
得
後
、
国
保
上
矢
作
病
院
か
市

内
の
国
保
診
療
所
に
看
護
師
と
し

て
勤
務
で
き
る
方

□
定
員
　
３
人
程
度

□
金
額
　
１０
万
円
以
内
／
月

□
返
還
免
除
　
一
定
の
期
間
を
、

対
象
施
設
で
看
護
師
と
し
て
勤
務

し
た
場
合
、
貸
付
金
の
返
還
を
免

除
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
か
持
参

す
る
　

□
受
け
付
け
　
随
時

□
審
査
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

で
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）地
域
医
療
課
（
内
線

２
７
４
）

　
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合

で
は
、
将
来
、
医
師
と
し
て
東
濃

５
市
の
指
定
医
療
機
関
で
、
地
域

医
療
に
従
事
す
る
意
志
が
あ
る
方

を
対
象
に
医
師
確
保
奨
学
資
金
の

奨
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
平
成
２８
年
４
月
１
日
時

点
で
、医
学
部
学
生
や
大
学
院
生
、

医
師
で
臨
床
研
修
や
専
門
研
修
を

受
け
て
い
る
方
か
受
け
よ
う
と
す

る
方

□
定
員
　
４
人
程
度

□
金
額
　
▽
修
学
か
研
修
期
間
中

＝
２０
万
円
／
月
（
年
額
２
４
０
万

円
）　
▽
大
学
入
学
時
＝
６０
万
円

（
１
回
の
み
）

□
貸
付
期
間
　
▽
大
学
生
奨
学
資

金
＝
正
規
の
修
業
期
間
（
限
度
６

年
）　
▽
大
学
院
生
奨
学
資
金
＝

正
規
の
修
業
期
間
（
限
度
４
年
）

▽
研
修
資
金
＝
限
度
５
年

□
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
か
持
参

す
る

□
締
め
切
り
　
５
月
２０
日
㈮

□
審
査
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

で
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
要
領
な
ど
の
詳
細
は
、
東

濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://tono-seib

u.org/syougakukin/index.
htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
　
　
〒
５
０
７
―
８
７
０
３

多
治
見
市
日
ノ
出
町
２
丁
目
１５
東

　
市
で
は
、
任
期
付
職
員
の
歯
科

衛
生
士
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
　
歯
科
衛
生
士

□
対
象
　
昭
和
４６
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
、
歯
科
衛
生
士
の
資

格
を
持
つ
方

□
定
員
　
１
人

□
勤
務
条
件
　
▽
任
期
＝
６
月
１

日
～
平
成
３１
年
３
月
３１
日
　
▽
勤

務
地
＝
上
矢
作
歯
科
診
療
所
　
▽

給
与
月
額
＝
１８
万
７
５
０
０
円

（
条
例
改
正
に
よ
り
変
更
の
場
合

有
り
）　
▽
諸
手
当
＝
市
の
条
例
・

規
則
に
基
づ
き
、
通
勤
手
当
、
期

末
手
当
、
勤
勉
手
当
、
扶
養
手
当
、

住
居
手
当
な
ど
を
支
給

□
試
験
日
　
５
月
１１
日
㈬

□
試
験
内
容
　
筆
記
、
作
文
、
面

接
試
験
の
予
定

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
所
定
の
申

込
書
❷
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
❸
写

真
２
枚
（
申
込
書
に
添
付
し
た
場

合
は
１
枚
。
申
し
込
み
前
６
カ
月

以
内
に
撮
っ
た
も
の
。
無
帽
・
上

半
身
正
面
で
縦
約
５
㌢
×
横
約
４

㌢
。
裏
面
に
氏
名
を
記
載
）
❹
返

信
先
を
記
載
し
た
受
験
票
返
信
用

封
筒
（
２３
㌢
×
１２
㌢
程
度
、
８２
円

切
手
貼
付
）

※
申
請
書
類
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（http://w

w
w
.city.ena.l

g.jp

）
か
ら
取
得
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
４
月
２５
日
㈪
午
後

５
時
１５
分
（
必
着
）

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課
（
内
線
４

５
８
）

　
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の
方
を

対
象
に
、
各
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
家

庭
教
育
の
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
子
育
て
に
つ
い
て
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
。

□
大
井
町
・
長
島
町
　
▽
開
級
日

＝
５
月
１７
日
㈫
　
▽
次
回
以
降
＝

第
３
火
曜
日
　
▽
と
こ
ろ
＝
恵
那

文
化
セ
ン
タ
ー
　
▽
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
＝
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
志
２
５
―
５
１
２
１

□
東
野
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２８
日

㈭
　
▽
次
回
以
降
＝
第
４
木
曜
日

▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
＝
東
野
コ
ミ
セ
ン
志
２
６
―

２
５
５
５

□
三
郷
町
　
▽
開
級
日
＝
５
月
６

日
㈮
　
▽
次
回
以
降
＝
第
１
金
曜

日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
三
郷
コ
ミ
セ
ン
志
２

８
―
１
３
３
８

□
武
並
町
　
▽
開
級
日
＝
５
月
２０

日
㈮
　
▽
次
回
以
降
＝
第
３
金
曜

日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
武
並
コ
ミ
セ
ン
志
２

８
―
２
４
２
７

□
笠
置
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２１

日
㈭
　
▽
次
回
以
降
＝
第
３
木
曜

日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
笠
置
コ
ミ
セ
ン
志
２

７
―
３
１
１
０

□
中
野
方
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月

８
日
㈮
　
▽
次
回
以
降
＝
第
２
金

曜
日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
＝
中
野
方
コ
ミ
セ
ン

志
２
３
―
２
１
１
３

□
飯
地
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２６

日
㈫
　
▽
次
回
以
降
＝
開
級
日
に

予
定
表
を
配
布
　
▽
と
こ
ろ
・
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
飯
地
コ

ミ
セ
ン
志
２
２
―
３
４
０
１

□
山
岡
町
　
▽
開
級
日
＝
６
月
９

日
㈭
　
▽
次
回
以
降
＝
開
級
日
に

予
定
表
を
配
布
　
▽
と
こ
ろ
・
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
山
岡
コ

ミ
セ
ン
志
５
６
―
２
６
１
８

□
明
智
町
（
か
め
ク
ラ
ス
・
う
さ

ぎ
ク
ラ
ス
）　
▽
開
級
日
＝
５
月

１１
日
㈬
　
▽
次
回
以
降
＝
第
２
・

３
水
曜
日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
＝
明
智
コ
ミ
セ

濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務

企
画
課
志
０
５
７
２
―
２
２
―
１

１
１
１
（
内
線
１
３
３
１
）

　
　
地
域
医
療
課
（
内
線
２
７
４
）

　
　

　
子
育
て
に
つ
い
て
や
沐も

く

浴よ
く

の
仕

方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
２２
日
㈮
午
後
７
時

（
午
後
６
時
半
受
け
付
け
開
始
）

□
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
平
成
２８
年
７
月
、
８
月

に
第
１
子
出
生
を
迎
え
る
夫
婦

□
講
師
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

指
導
員
、
保
健
師

　
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
３
４
４
）

ン
志
５
４
―
４
２
１
４

※
う
さ
ぎ
ク
ラ
ス
の
対
象
は
２
歳

か
ら
入
園
前
ま
で

□
串
原
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２７
日

㈬
　
▽
次
回
以
降
＝
第
４
水
曜
日

▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
＝
串
原
コ
ミ
セ
ン
志
５
２
―

２
０
２
６

□
上
矢
作
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月

１９
日
㈫
　
▽
次
回
以
降
＝
第
１
火

曜
日
　
▽
と
こ
ろ
＝
上
矢
作
コ
ミ

セ
ン
、
上
矢
作
こ
ど
も
園
　
▽
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
矢
作

コ
ミ
セ
ン
志
４
７
―
２
１
０
１

　
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
３
４
４
）

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
で
は
、
夏
秋

ト
マ
ト
・
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の

受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
塾
で
は
、
先
輩
農
家
や
指
導
機

関
な
ど
か
ら
の
助
言
に
よ
り
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
栽
培
技
術
の
習
得

を
目
指
し
ま
す
。
新
規
就
農
や
生

産
目
標
の
実
現
を
目
指
す
方
を
対

象
に
、
実
際
の
栽
培
現
場
で
の
体

験
な
ど
を
行
い
、
栽
培
へ
の
理
解

を
深
め
ま
す
。

　
本
格
的
な
ト
マ
ト
や
ナ
ス
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
５
～
１１
月
の
日
曜
日

（
月
１
回
で
全
７
回
予
定
。
１
回

の
研
修
時
間
は
半
日
程
度
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
間
農
業
研
究
所

中
津
川
支
所
、
生
産
農
家
、
Ｊ
Ａ

ひ
が
し
み
の
選
果
場

□
対
象
　
市
内
か
中
津
川
市
在
住

で
、
ト
マ
ト
や
ナ
ス
の
栽
培
を
出

荷
目
的
に
考
え
て
い
る
か
、
来
年

以
降
に
新
規
栽
培
を
考
え
て
い
る

方
（
ト
マ
ト
コ
ー
ス
は
お
お
む
ね

６０
歳
以
下
）

□
講
師
　
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生

産
協
議
会
会
員
、
東
美
濃
夏
秋
な

す
生
産
協
議
会
会
員
、
恵
那
農
林

事
務
所
農
業
普
及
課
、
中
山
間
農

業
研
究
所
中
津
川
支
所
、
Ｊ
Ａ
ひ

が
し
み
の

□
料
金
　
無
料

　
　
　
　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
営
農

販
売
課
志
０
５
７
３
―
７
８
―
０

１
３
７

　
　
農
林
課
（
内
線
３
７
４
）

　
市
民
講
座
な
ど
で
皆
さ
ん
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
る
市
内
の
コ

ミ
セ
ン
が
、
４
月
１
日
か
ら
変

わ
り
ま
す
。

◆
振
興
事
務
所
と
コ
ミ
セ
ン
を

統
合
し
、
生
涯
学
習
と
ま
ち
づ

く
り
を
一
体
的
に
進
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
施

設
と
し
ま
す
。

◆
コ
ミ
セ
ン
が
拠
点
と
な
り

「
三
学
の
ま
ち
」
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
公
民
館
長
に
替
わ

り
「
三
学
の
ま
ち
推
進
員
」
を

配
置
し
ま
す
。

◆
中
央
コ
ミ
セ
ン
の
名
称
を

「
中
央
公
民
館
」
と
し
ま
す
。

◆
中
コ
ミ
セ
ン
を「
市
民
会
館
」

に
統
合
し
、
一
体
的
に
管
理
し

ま
す
。
講
座
や
貸
し
館
業
務
な

ど
は
今
ま
で
と
同
様
に
行
い
ま

す
。
休
館
日
は
、
月
曜
日
と
年

末
年
始
（
１２
月
２９
日
～
１
月
３

日
）
で
す
。

◆
大
井
小
学
校
の
教
室
開
放

は
、
生
涯
学
習
課
が
窓
口
と
な

り
ま
す
。
予
約
受
け
付
け
は
、

平
日
の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

５
時
１５
分
ま
で
。
土
・
日
、
祝

日
は
、
鍵
の
貸
し
出
し
と
返
却

の
み
を
宿
直
で
行
い
ま
す
。

◆
コ
ミ
セ
ン
の
休
館
日
は
、
年

末
年
始
（
１２
月
２９
日
～
１
月
３

日
）。
た
だ
し
臨
時
休
館
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
笠
置
・
串
原
・
岩
村
コ
ミ
セ

ン
は
、
振
興
事
務
所
と
統
合
す

る
た
め
、
施
設
の
改
修
を
行
い

ま
す
。
串
原
は
サ
ン
ホ
ー
ル
く

し
は
ら
、
岩
村
は
振
興
事
務
所

を
改
修
し
、
本
年
度
中
に
移
転

す
る
予
定
で
す
。
笠
置
コ
ミ
セ

ン
は
本
年
度
統
合
し
、
２
年
か

け
て
改
修
し
ま
す
。
工
事
が
終

了
す
る
ま
で
は
、
月
曜
日
も
休

館
日
と
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
３
４

４
）

募
集

歯
科
衛
生
士

ト
マ
ト
・
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
塾
の
受
講
者

乳
幼
児
期
の
家
庭
教
育
学

級
の
参
加
者

東
濃
地
域
医
師
確
保
奨
学

金
の
奨
学
生

看
護
師
修
学
資
金
の
貸
与

者

コ
ミ
セ
ン
の
運
営
方
法
が
変
わ
り
ま
す

案
内

パ
パ
マ
マ
学
級

問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

問

※市役所組織の再編により４月１日から内線番号が変わる場合があります

問

▲沐浴を実演で学ぶ

▲栽培現場で体験しながら学ぶ
▲中コミセンは市民会館に統合
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申問　：問い合わせ　　：申し込み

　
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
の
療
育

手
帳
の
交
付
や
更
新
な
ど
の
た
め

の
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１８
歳
以
上
の
方

□
と
き
　
５
月
１２
日
、 

８
月
４

日
、 

平
成
２９
年
１
月
１９
日
（
毎
回

木
曜
日
）
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

半□
定
員
　
各
９
人

１８
歳
未
満
の
方

□
と
き  

５
月
３０
日
、
８
月
２２
日
、

１１
月
１４
日 

、
平
成
２９
年
２
月
１３

日
（
毎
回
月
曜
日
）
午
前
９
時
半

～
午
後
４
時
半

□
定
員
　
各
４
人

共
通

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
西
庁
舎
１
階

相
談
室

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
印
鑑
、療
育
手
帳（
更

新
の
方
）

□
そ
の
他
　
受
け
付
け
は
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１

８
２
）

　
現
在
、
瑞
浪
市
の
東
濃
厚
生
病

院
み
ず
な
み
病
後
児
保
育
所
で
実

施
し
て
い
る
病
後
児
保
育
事
業
の

利
用
内
容
が
、
４
月
か
ら
変
更
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
病
気
の
回
復
期

に
あ
っ
て
も
、
集
団
で
の
活
動
は

で
き
な
い
病
後
児
を
看
護
師
な
ど

が
預
か
る
も
の
で
、
利
用
に
は
事

前
登
録
と
予
約
が
必
要
で
す
。

□
対
象
児
童
　
▽
変
更
前
＝
生
後

８
カ
月
～
小
学
３
年
生
　
▽
変
更

後
＝
生
後
８
カ
月
～
小
学
６
年
生

□
多
子
世
帯
の
利
用
料
　
▽
変
更

前
＝
２
０
０
０
円
（
昼
食
代
は
別

途
３
０
０
円
程
度
）　
▽
変
更
後

＝
１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子

ど
も
を
３
人
以
上
扶
養
す
る
世
帯

の
子
ど
も
が
利
用
し
た
場
合
は
無

料
（
昼
食
代
は
必
要
）

※
減
免
を
受
け
る
場
合
は
、
申
請

書
の
提
出
が
必
要

　
　
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
志
２
５

―
１
１
５
５

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
す
こ
や

か
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
病
気
の

早
期
発
見
と
早
期
治
療
は
健
康
管

理
の
基
本
で
す
。
健
康
な
毎
日
を

送
る
た
め
、
１
年
に
１
度
健
康
診

断
を
受
け
て
自
分
の
健
康
状
態
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
５
月
２
日
㈪
～
６
月
３０

日
㈭

□
と
こ
ろ
　
市
内
の
指
定
医
療
機

関□
対
象
　
昭
和
１６
年
３
月
３１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
と
、
６５
歳
以
上
で

障
が
い
認
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

□
内
容
　
問
診
、
診
察
、
血
液
検

査
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
身
体

計
測
、
心
電
図
検
査
（
医
師
が
必

要
と
認
め
る
方
）

□
料
金
　
５
０
０
円

□
締
め
切
り
　
６
月
１７
日
㈮

※
申
し
込
み
後
に
受
診
券
な
ど
を

送
付
し
ま
す
。
平
成
２８
年
度
中
に

７５
歳
に
な
る
方
は
７５
歳
到
達
者
健

診
（
地
区
で
の
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
行
う
集
団
健
診
）
で
の
受
診

と
な
り
ま
す
の
で
、
別
に
案
内
し

ま
す
　
　
　
　

　
　
　
　
保
険
年
金
課
（
内
線
１

５
１
）

　「家庭菜園を始めてみたい」
「将来、農業をやってみたい」
と考えている方を対象に、農業
の基礎知識や野菜の栽培方法な
どを学ぶ講習会を開催します。
□とき　５月～９月　▷講習会
＝火曜日午後７時～８時半　
▷現地実習＝日曜日午前９時～
１１時半（８月１７日のみ水曜日
の午後１時半～５時）

□定員　２０人程度（応募者多
数の場合は抽選）
□講師 　 恵那農林事務所農業普
及課職員、ＪＡ職員、市内生産
農家
□料金　無料
□申し込み方法　電話か、申込
書に記入の上、ファクス、郵送
で申し込む
□締め切り　４月２５日㈪

　　　　〒５０９-７２９２（住所
不要）農林課（内線３７４）、思２５-
８９３３

　　【農業やる気発掘ゼミ（講習会・現地研修）日程表】

とき ところ 講座名 内容

５月１０日㈫ 市役所会議棟 夏野菜栽培技術講習❶ 夏野菜の育成管理

５月２２日㈰ 中山間農業研究所中津川支所 農作業機械実習 トラクターや管理機、草刈り機などの実習

６月１４日㈫ 市役所会議棟 夏野菜栽培技術講習❷ 夏野菜の育成管理

６月１９日㈰ 中山間農業研究所中津川支所 トマトとナスの栽培実習 トマトとナスの育成管理

７月３１日㈰ 市内生産農家 トマトの栽培実習 トマトの育成管理

８月９日㈫ 市役所会議棟 秋野菜栽培技術講習❶ 秋野菜の育成管理

８月１７日㈬ JAひがしみの本店 チヂミホウレンソウの栽培実習 チヂミホウレンソウの育成管理

９月１３日㈫ 市役所会議棟 秋野菜栽培技術講習❷ 秋野菜の育成管理

農業の基礎を学ぶ農業やる気発掘ゼミを開催

問申・

ん
ぽ
）
岐
阜
支
部
に
加
入
し
て
い

る
方
の
平
成
２８
年
度
健
康
保
険
料

率
が
、
９
・
９
８
㌫
か
ら
９
・
９
３

㌫
に
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
引

き
下
げ
は
、
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
で
す
。
介
護
保
険
料
率

は
、
１
・
５
８
㌫
の
ま
ま
据
え
置

き
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w

w
.ky

oukaikenp
o.or.jp

/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
全
国
健
康
保
険
協
会
岐
阜
支

部
志
０
５
８
―
２
５
５
―
５
１
５

５

　４月から市議会ウェブサイト（http://
www.gikai.city.ena.lg.jp/） が 新 し
くなりました。本サイトでは、市民の皆
さんへ議会などの情報を発信し、より身
近で開かれた議会を目指します。
　また市議会フェイスブック（https://
www.facebook.co. /enasigikai/）
も開設し、議会
情報などを発
信していきま
すので、ご覧く
ださい。
　　議会事務局
（内線４０３）

　
第
２
次
市
総
合
計
画
の
基
本

目
標
達
成
に
向
け
、
市
民
活
動

団
体
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
公
共
性
、
公
益
性
の
高
い
創

意
と
工
夫
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
（
ソ
フ
ト
事
業
）
に

対
す
る
経
費
を
助
成
。
対
象
と

な
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
三
つ
を
全
て
満

た
す
団
体
。
❶
市
内
を
拠
点
に

活
動
す
る
５
人
以
上
の
団
体

（
構
成
員
の
半
数
以
上
が
市
内

在
住
か
在
勤
）
❷
会
則
を
持
ち

代
表
者
を
定
め
、
会
計
処
理
が

適
切
に
行
わ
れ
て
お
り
、
組
織

と
し
て
意
思
決
定
が
で
き
る
団

体
❸
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
情
熱

を
持
ち
、
自
立
し
て
継
続
的
な

活
動
が
期
待
で
き
る
団
体

□
助
成
内
容
　
▽
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
テ
ッ
プ
部
門
＝
新
た
に
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
始
め
よ
う
と
す

る
団
体
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

計
画
作
り
に
対
す
る
助
成
　
▽

ソ※
１

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
＝

活
動
の
将
来
展
望
が
計
画
さ

れ
、
公
益
性
が
あ
り
収
益
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
対
す
る
助
成
　
▽

課
題
解
決
型
ま
ち
づ
く
り
活
動

部
門
＝
分
野
別
の
課
題
解
決
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対

す
る
助
成

※
１
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

と
は
、
社
会
的
課
題
の
解
決
に

取
り
組
む
た
め
の
資
金
を
ビ
ジ

ネ
ス
の
手
法
を
活
用
し
て
自
ら

稼
ぎ
出
す
活
動

□
助
成
の
額
　
１
事
業
５０
万
円

以
内
（
選
定
や
助
成
額
は
、
審

査
委
員
会
に
よ
る
書
類
審
査
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
で

決
定
）

□
申
し
込
み
方
法
　
応
募
用
紙

を
提
出
す
る
。
応
募
用
紙
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.city

.en
a.lg.jp

/

）

か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

□
受
付
期
間
　
４
月
１５
日
㈮
～

５
月
１３
日
㈮

□
注
意
事
項
　
全
部
門
を
通
じ

て
１
団
体
に
１
件
の
み
受
け
付

け
ま
す
。
市
か
ら
他
の
補
助
金

な
ど
を
重
複
し
て
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
活
動
範
囲
は

市
全
域
を
対
象
と
し
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
開
催
に
関
す
る
経
常

的
経
費
は
対
象
外
で
す
。
　
　

　
　
　
　
移
住
・
定
住
チ
ー
ム

（
内
線
５
２
１
）

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
助
成
事
業
の
助

成
団
体
を
募
集

申
・
問

案
内

療
育
手
帳
に
関
す
る
診
断

と
相
談

す
こ
や
か
健
診
を
実
施

全
国
健
康
保
険
の
健
康
保

険
料
率
が
引
き
下
げ

病
後
児
保
育
事
業
の
内
容

が
変
更

問

申
・
問

申
・
問

※市役所組織の再編により４月１日から内線番号が変わる場合があります

問

◀
機
械
の
操
作
を
学
ぶ

市議会ウェブサイトが一新

◀
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド

問

より身近な議会へ
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中
野
方
笠
置
神
社
春
の
例
大

祭
で
７
年
前
か
ら
奉
納
さ
れ
て

い
る
、
女
神み

輿こ
し

の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
当
日
は
み
こ
し
を

担
い
で
町
内
を
練
り
歩
き
笠
置

神
社
に
奉
納
し
ま
す
。
中
野
方

町
出
身
や
在
住
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、町
外
の
方
で
も
歓
迎
で
す
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
５
月
３
日
㈫
午
前
７

時
２０
分

□
と
こ
ろ
　
中
野
方
コ
ミ
セ
ン

集
合

□
対
象
　
女
性

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
❶

住
所
❷
氏
名
❸
電
話
番
号
❹
足

の
サ
イ
ズ
（
地
下
足
袋
を
履
く

た
め
）
︱
を
伝
え
る

□
締
め
切
り
　
４
月
１９
日
㈫

　
　
　
　
中
野
方
コ
ミ
セ
ン
志

２
３
︱
２
１
１
３

　
い
ろ
い
ろ
な
業
界
の
経
営
者

が
講
師
と
な
っ
て
企
業
経
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
の
話

を
す
る
、
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
午
前
６
時
か
ら

開
催
で
、
経
営
者
の
方
に
限
ら

ず
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
食
事

会
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。
経
営

者
の
話
を
聞
い
て
頭
を
活
性
化

さ
せ
、
朝
の
時
間
を
有
意
義
に

活
用
し
ま
せ
ん
か
。
詳
細
に
つ

い
て
は
中
津
川
市
倫
理
法
人
会

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.rin

ri-n
a

k
a

tu
.

org

）も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
日
に
ち
・
講
師
・
テ
ー
マ
　

▽
４
月
１５
日
㈮
＝
田
中
裕ひ

ろ

人と

さ

ん
（
㈱
菓
匠
三
全
代
表
取
締
役

社
長
）「
百
年
先
を
み
す
え
て
」

▽
４
月
２２
日
㈮
＝
木
原
創は

じ
め

さ
ん

（
か
や
の
木
芸
術
舞
踊
学
園
舞

踊
ゆ
き
こ
ま
会
学
園
長
）「
舞

踊
と
教
育
」

□
時
間
　
午
前
６
時
～
７
時

（
受
け
付
け
は
午
前
５
時
半
）

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
食
事
会

（
有
料
）
が
あ
り
ま
す

□
と
こ
ろ
　
ち
こ
り
村
（
中
津

川
市
）

□
料
金
　
無
料

※
食
事
会
に
参
加
希
望
の
方
は

別
途
６
０
０
円
が
必
要
で
す

　
　
中
津
川
倫
理
法
人
会
（
事

務
局
）
志
０
５
７
３
︱
６
６
︱

０
７
４
６

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

□
と
き
　
５
月
１０
日
～
３１
日

（
毎
週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半

～
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ
ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
、
１０
を
使
い
、
文
字

入
力
や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド

の
使
い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
的
な
操
作
を
丁
寧
に
学
び

ま
す
。

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド
講
座
４

□
と
き
　
５
月
１２
日
～
２６
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時
（
全
３
回
）

□
内
容
　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ワ

ー
ド
を
使
い
、
表
や
図
形
の
挿

入
方
法
を
学
び
ま
す
。

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

共
通

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
２
９
６
～

１
４
０
４
円
程
度
が
必
要
）

□
受
付
期
間
　
４
月
１０
日
㈰
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
５

月
２
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば

優
先
し
ま
す
。
再
受
講
者
の
受

講
の
可
否
は
、
３
日
㈫
以
降
に

連
絡
し
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
︱
４
２
６
５

︱
９
７
２
７

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作

を
学
ぶ
ミ
ッ
キ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。初
め
て
の
方
も
歓
迎
で
す
。

気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
４
月
１９
日
、
２６
日
、

５
月
１７
日
、
２４
日
、
３１
日
（
毎

回
火
曜
日
）
午
後
１
時
～
３
時

※
毎
月
３
回
程
度
開
催
し
ま
す

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
対
象
　
ど
な
た
で
も

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ
ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
、
１０
を
使
い
、
文
字

入
力
や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド

の
使
い
方
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
を
学
び
ま
す
。
ワ
ー
ド

を
使
っ
た
チ
ラ
シ
の
作
成
、
エ

ク
セ
ル
を
使
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー

や
家
計
簿
の
利
用
、
写
真
挿
入

や
編
集
の
方
法
な
ど
、
み
ん
な

で
気
軽
に
学
習
し
ま
す
。

□
料
金
　
２
０
０
０
円
／
月

　
　
　
　
可
知
井
志
２
５
︱
４

７
５
８

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　市長
公室広報広聴係（内線３２４）

経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
受
講
者
を
募
集

女
神
輿
の
参
加
者
を
募

集

パ
ソ
コ
ン
の
５
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

ミ
ッ
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
受

講
者
を
募
集

▲女性陣が一丸となって担ぐ女神輿

問

申
・

問

問

申
・

問

申
・

　
市
茶
道
連
盟
に
よ
る
抹
茶
の
お

も
て
な
し
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
入
館
料
が
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
来
館
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
４
月
１６
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
無
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
そ
の
他
　
一
服
１
０
０
円
（
菓

子
付
き
）

　
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
３
３
５
）

　
合
併
処
理
浄
化
槽
（
50
人
槽
以

下
）
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
工
事
を
始
め
る
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
市
内
に
浄
化
槽
の
設
置

を
計
画
し
、
公
共
下
水
道
や
特
定

環
境
保
全
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
処
理
区
域
外
の
方

※ 
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
済

み
か
工
事
着
工
済
み
の
方
、
販
売

を
目
的
と
す
る
住
宅
、
市
税
な
ど

を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
補
助
対

象
外
。
平
成
２９
年
３
月
末
ま
で
に

工
事
の
完
成
が
必
要

□ 

補
助
金
額
の
上
限
（
専
用
住
宅
）

▽
５
人
槽
＝
58
万
２
０
０
０
円

▽
７
人
槽
＝
66
万
４
０
０
０
円
　

▽
10
人
槽
＝
79
万
８
０
０
０
円

□
締
め
切
り
　
11
月
３０
日
㈬

□
そ
の
他
　
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
予
算
額
に

達
し
た
と
き
は
、締
め
切
り
ま
す
。

　
　
上
下
水
道
課
（
内
線
２
１
８
）

　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
で
は
、

身
近
な
資
源
の
有
効
活
用
や
環
境

問
題
に
関
す
る
学
習
と
体
験
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生
ご
み

処
理
講
座

　
３０
㌢
四
方
の
段
ボ
ー
ル
箱
で
、

約
３
カ
月
分
の
生
ご
み
を
処
理
で

き
ま
す
。
可
燃
ご
み
袋
に
生
ご
み

が
な
い
と
臭
い
や
汁
漏
れ
の
心
配

が
な
く
軽
い
の
で
、
ご
み
出
し
が

楽
に
な
り
ま
す
。

□
と
き 

　
４
月
１６
日
㈯
午
前
９

時
半
～
１１
時

□
定
員
　
１０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
） 

　

□
料
金
　
５
０
０
円
程
度
（
箱
、

基
材
代
）

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
講
座
　

　
つ
る
性
の
植
物
を
ネ
ッ
ト
に
は

わ
せ
、
夏
の
強
い
日
差
し
を
遮
る

こ
と
で
室
温
の
上
昇
を
抑
え
る
自

然
の
カ
ー
テ
ン
を
育
て
て
み
ま
せ

ん
か
。
見
た
目
も
涼
し
げ
で
快
適

さ
が
増
し
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
２４
日
㈰
午
前
９
時

～
１１
時
半

□
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）　

□
料
金
　
２
５
０
０
円
程
度（
苗
、

土
、
プ
ラ
ン
タ
ー
代
）

共
通

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
︱
１
５
１
５
（
月
・
火
曜

日
休
館
）

　「みんなの道愛護事業」では、年間を通じて市道
や県道、国道の清掃や維持活動を行う団体へ、交付
金を支給します。市民の手による道づくりに積極的
に参加してください。
□活動内容　作業を行う道路が３００㍍以上で、路
肩の草刈りや側溝清掃などを年２回以上実施。沿線
の花木の植栽や維持活動も助成対象です。
□交付金額　市道１００㍍当たり２,０００円が上限。
ただし国県道は１,０００円が上限です。
※予算の範囲で限度額を変更する場合があります
□対象団体　自
治会や壮健クラ
ブ、有志団体な
どの地域住民で
構成された団体
（有志団体はお
おむね５人以上
で、会員名簿の
提出が必要）
□申し込み方法　建設課か各振興事務所に備え付け
の申請書に記入して提出してください。指定用紙
は市ウェブサイト（http://www.city.ena.lg.jp/）
からも取得できます。毎年、申請が必要です。
□締め切り　５月３１日㈫（期限を過ぎたものは受
け付けできません）
※詳しくは建設課へ問い合わせください
　　　　建設課（内線２５２）

▲生ごみを堆肥にする

案
内

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

４
月
の
環
境
講
座

▲グリーンカーテンの育て方を学ぶ

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

お
も
て
な
し

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

を
補
助

道路の美化を応援します

◀
市
民
の
手
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

申・問

※市役所組織の再編により４月１日から内線番号が変わる場合があります

問

問

申
・
問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 


